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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第３四半期連結
累計期間

第11期
第３四半期連結
累計期間

第10期

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日

自　平成26年10月１日
至　平成27年６月30日

自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日

売上高 （千円） 2,115,879 4,567,041 2,304,696

経常利益 （千円） 273,885 920,822 253,604

四半期（当期）純利益 （千円） 162,236 520,636 152,521

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 163,046 517,903 155,024

純資産額 （千円） 1,842,312 2,288,188 1,799,239

総資産額 （千円） 4,172,611 7,312,779 5,119,063

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 24.07 80.02 22.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 23.72 78.49 22.49

自己資本比率 （％） 44.2 31.1 34.9

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 46,793 △728,489 △1,088,324

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 9,227 140,700 △5,971

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △244,274 1,010,816 656,590

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,031,655 1,205,231 782,204

 

回次
第10期

第３四半期連結
会計期間

第11期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 2.95 29.87

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は、平成27年１月１日付けで普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在

株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業積の状況

当第３四半期連結累計期間は、当社開発の都市型マンションの売却が順調に進捗したことや、セルフストレー

ジ（レンタル収納スペース・トランクルーム）ビジネス向けBPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サー

ビスの拡販が堅調に推移したことにより、売上高は4,567,041千円(前年同四半期比115.8％増)となりました。損

益面では、営業利益は891,745千円(前年同四半期比275.3％増)、経常利益は920,822千円(前年同四半期比236.2％

増)、四半期純利益は520,636千円(前年同四半期比220.9％増)という結果となりました。

セグメントの概況は次のとおりであります。

　（リアルエステート事業）

　　当第３四半期連結累計期間は、「駒込（東京都豊島区）」、「門前仲町（東京都江東区）」、「芝公園（東京

都港区）」など７棟の都市型マンションの売却を進めてまいりました。加えて、中古マンション「ホーマット

三番町」の再販を行いました。

　　以上の結果、第３四半期連結累計期間では、売上高3,961,996千円（前年同四半期比134.4％増）、営業利益

911,360千円（前年同四半期比263.4％増）となりました。

　（セールスプロモーション事業）

　　当第３四半期連結累計期間は、旺盛な不動産営業系人材の需要に支えられ、主に東京都心部のマンション分

譲・賃貸営業サポート要員派遣などの案件受注が堅調に推移いたしました。

　　以上の結果、第３四半期連結累計期間では、売上高は125,165千円（前年同四半期比60.2％増）、営業利益

29,293千円（前年同四半期比121.7％増）となりました。

　（アウトソーシングサービス事業）

　　当第３四半期連結累計期間は、子会社の株式会社パルマにおいて、セルフストレージ使用料入金管理・滞納督

促代行などのビジネスソリューションサービスの受託が堅調に推移したことに加え、当期より本格的に始動し

たターンキーソリューションサービス（セルフストレージ物件の開発・事業運営コンサルティング）による物

件開発売上やコンサルティング収入が収益に寄与いたしました。

　　以上の結果、当第３四半期連結累計期間では、売上高は478,547千円（前年同四半期比38.0％増）、営業利益

は78,397千円（前年同四半期比22.1％増）となりました。

　（その他事業）

　　その他付随事業としまして、飲食業の出店支援事業に取り組み、当第３四半期連結累計期間におきましては、

売上高は1,332千円（前年同四半期比102.5％増）、営業利益は1,332千円（前年同四半期比102.7％増）となり

ました。
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は次のとおりであります。

　（流動資産）

　　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、7,105,360千円（前連結会計年度末比44.9％増）と

なりました。これは主に、開発物件の竣工に伴う建築費用の計上、マンション開発用地や収益物件の新規取得に

より販売用不動産が1,532,503千円並びに現金及び預金が328,243千円増加したことによるものです。

　（固定資産）

　　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、207,418千円（前連結会計年度末比4.0％減）となり

ました。重要な増減はありません。

　（流動負債）

　　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、2,848,730千円（前連結会計年度末比52.6％増）と

なりました。これは主に、開発物件の竣工に伴う建築費用の発生により支払手形及び買掛金が239,540千円、マ

ンション開発用地及び収益物件取得のための新規借入れにより１年内返済予定の長期借入金が472,452千円及び

税金等調整前四半期純利益の増加に伴い未払法人税等が333,724千円増加したことによるものです。

　（固定負債）

　　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、2,175,860千円（前連結会計年度末比49.8％増）と

なりました。これは主に、マンション開発用地及び収益物件の取得のための新規借入れにより、長期借入金が

712,374千円増加したことによるものです。

　（純資産）

　　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、2,288,188千円（前連結会計年度末比27.2％増）とな

りました。これは主に四半期純利益を520,636千円計上したことにより利益剰余金が475,769千円増加したことに

よるものであります。

　　なお、自己資本比率につきましては前連結会計年度末より3.8ポイント減少し31.1％となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ、423,027千円増加し、1,205,231千円となりました。

　また、当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第３四半期連結累計期間における営業活動によって使用した資金は、728,489千円（前年同四半期は46,793

千円の資金の増加）となりました。

これは主に、仕入債務が239,540千円増加したこと及び税金等調整前四半期純利益を920,822千円計上した一方

で、たな卸資産が1,707,745千円増加したことによるものです。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第３四半期連結累計期間における投資活動によって得られた資金は、140,700千円（前年同四半期は9,227千

円の資金の増加）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出が102,400千円あった一方で、定期預

金の払戻しによる収入が210,000千円、有価証券の売買による収入が37,237千円あったことによるものです。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第３四半期連結累計期間における財務活動によって得られた資金は、1,010,816千円（前年同四半期は

244,274千円の資金の減少）となりました。これは主に、短期借入及び長期借入による収入がそれぞれ690,980千

円、2,076,200千円あった一方で、短期借入金及び長期借入金の返済による支出がそれぞれ825,980千円、

891,374千円あったことによるものです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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(6）従業員数

　当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員の著しい増減はありません。

 

(7）生産、受注及び販売の実績

　当社グループは、リアルエステート事業、セールスプロモーション事業及びアウトソーシングサービス事業を主

体としており、生産実績を定義することが困難であり、かつ受注生産を行っておりませんので、生産実績及び受注

実績の記載はしておりません。

　また、当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

リアルエステート事業 3,961,996    134.4

セールスプロモーション事業 125,165  60.2

アウトソーシングサービス事業 478,547   38.0

その他 1,332   102.5

合計 4,567,041    115.8

　　　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　　　２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

 ㈱イディアライズコーポレーショ

ン
－ － 1,289,654 28.2

（学）福岡保険学院 － － 903,222 19.8

㈱BRI － － 494,603 10.8

双日新都市開発㈱ 679,596 32.1 － －

㈱木下不動産 387,943 18.3   

㈱シーラ 322,173 15.2 － －

㈱バンズシティ 218,920 10.3 － －

　　　３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(8）主要な設備

　当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式    6,977,800    6,977,800
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株で

あります。

計   6,977,800 6,977,800 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使に

より発行された株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日

（注）

12,000 6,977,800 612 424,428 612 354,428

　　（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成27年３月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  　普通株式　　412,100 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　6,552,800 　　　　　　　65,528 －

単元未満株式 　普通株式　　　　900 － －

発行済株式総数 　　　　　6,965,800 － －

総株主の議決権 － 　　　　　　　65,528 －

 

②【自己株式等】

    　　　　平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

株式会社ディア・ライフ
東京都千代田区九段北

一丁目13番5号
412,100 － 412,100 5.92

計 － 412,100 － 412,100 5.92

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年10月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 886,452 1,214,695

金銭の信託 1,350 1,350

売掛金 64,486 69,025

有価証券 - 62,195

販売用不動産 40,038 1,572,541

仕掛販売用不動産 3,650,111 3,821,958

繰延税金資産 48,356 81,092

その他 281,718 377,098

貸倒引当金 △69,568 △94,597

流動資産合計 4,902,945 7,105,360

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 84,099 78,631

その他（純額） 4,945 7,580

有形固定資産合計 89,044 86,211

無形固定資産 41,048 39,501

投資その他の資産   

投資有価証券 12,740 200

繰延税金資産 98 -

その他 73,185 81,506

投資その他の資産合計 86,024 81,706

固定資産合計 216,117 207,418

資産合計 5,119,063 7,312,779

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 30,217 269,757

短期借入金 487,000 352,000

1年内返済予定の長期借入金 1,048,843 1,521,295

未払法人税等 53,075 386,800

その他 247,906 318,877

流動負債合計 1,867,042 2,848,730

固定負債   

長期借入金 1,421,570 2,133,944

繰延税金負債 3,908 3,598

資産除去債務 15,218 15,354

その他 12,083 22,963

固定負債合計 1,452,780 2,175,860

負債合計 3,319,823 5,024,591

 

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

 9/23



 

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 416,472 424,428

資本剰余金 501,845 509,801

利益剰余金 999,034 1,474,803

自己株式 △134,453 △134,453

株主資本合計 1,782,898 2,274,580

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,916 -

その他の包括利益累計額合計 4,916 -

新株予約権 1,466 1,466

少数株主持分 9,957 12,140

純資産合計 1,799,239 2,288,188

負債純資産合計 5,119,063 7,312,779
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 2,115,879 4,567,041

売上原価 1,520,349 3,181,822

売上総利益 595,529 1,385,219

販売費及び一般管理費 357,931 493,474

営業利益 237,597 891,745

営業外収益   

受取利息 377 1,380

受取配当金 85 -

有価証券運用益 62,487 79,978

貸倒引当金戻入額 1,994 -

その他 3,175 6,613

営業外収益合計 68,121 87,973

営業外費用   

支払利息 24,550 40,388

長期前払費用償却 5,772 11,373

その他 1,510 7,133

営業外費用合計 31,833 58,895

経常利益 273,885 920,822

特別損失   

固定資産除却損 3,475 -

特別損失合計 3,475 -

税金等調整前四半期純利益 270,409 920,822

法人税、住民税及び事業税 95,230 430,950

法人税等調整額 12,942 △32,947

法人税等合計 108,172 398,002

少数株主損益調整前四半期純利益 162,236 522,820

少数株主利益 - 2,183

四半期純利益 162,236 520,636
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 162,236 522,820

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 810 △4,916

その他の包括利益合計 810 △4,916

四半期包括利益 163,046 517,903

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 163,046 515,720

少数株主に係る四半期包括利益 － 2,183
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 270,409 920,822

減価償却費 14,716 19,898

のれん償却額 1,536 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,439 25,028

受取利息及び受取配当金 △463 △1,380

支払利息 24,550 40,388

有価証券運用損益（△は益） △62,002 △79,978

固定資産除却損 3,475 -

金銭の信託の増減額（△は増加） 46,075 -

売上債権の増減額（△は増加） 5,902 △4,538

たな卸資産の増減額（△は増加） △42,899 △1,707,745

仕入債務の増減額（△は減少） △58,891 239,540

その他 △73,772 △40,633

小計 123,198 △588,597

利息及び配当金の受取額 463 1,380

利息の支払額 △24,004 △41,081

法人税等の支払額 △52,862 △100,192

営業活動によるキャッシュ・フロー 46,793 △728,489

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △132,400 △102,400

定期預金の払戻による収入 65,000 210,000

有価証券の売買による収支（純額） 90,122 37,237

有形固定資産の取得による支出 △4,746 △5,233

有形固定資産の売却による収入 996 -

無形固定資産の取得による支出 △7,705 △12,090

投資有価証券の取得による支出 △3,000 -

投資有価証券の売却及び償還による収入 5,000 13,037

貸付金の回収による収入 6,554 -

敷金及び保証金の差入による支出 △10,737 △114

その他 143 264

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,227 140,700
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  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 810,000 690,980

短期借入金の返済による支出 △970,000 △825,980

長期借入れによる収入 751,000 2,076,200

長期借入金の返済による支出 △683,058 △891,374

自己株式の取得による支出 △88,106 -

新株予約権の行使による株式の発行による収入 - 15,912

配当金の支払額 △60,546 △44,843

その他 △3,564 △10,078

財務活動によるキャッシュ・フロー △244,274 1,010,816

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △188,253 423,027

現金及び現金同等物の期首残高 1,219,908 782,204

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,031,655 ※ 1,205,231
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【注記事項】

（追加情報）

 法人税率の変更等による影響

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率等

の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効

税率は従来の35.6％から、平成27年10月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については

33.1％、平成28年10月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については32.3％となります。

この税率変更に伴う当第３四半期連結会計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成27年６月30日）

現金及び預金 1,140,030千円 1,214,695千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金及び担

保に供している定期預金
△121,500 △41,500

預け金（流動資産その他） 13,124 32,036

現金及び現金同等物 1,031,655 1,205,231

 

（株主資本等関係）

　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

１　配当に関する事項

　平成25年12月19日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

 ・普通株式の配当に関する事項

(1)配当金の総額 　　　　　　 61,396千円

(2)１株当たり配当額　　　　　　 18円

(3)基準日　　　　　　　 平成25年９月30日

(4)効力発生日 　　　　 平成25年12月20日

(5)配当の原資　　　　　　　　 利益剰余金

（注）平成27年１月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。上記の１株当たり配当

額につきましては、株式分割後の金額であります。

 

２　株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年６月30日）

１　配当に関する事項

　平成26年12月18日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

 ・普通株式の配当に関する事項

(1)配当金の総額 　　　　　　 44,867千円

(2)１株当たり配当額　　　　　　 14円

(3)基準日　　　　　　　 平成26年９月30日

(4)効力発生日 　　　　 平成26年12月19日

(5)配当の原資　　　　　　　　 利益剰余金

（注）平成27年１月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。上記の１株当たり配当

額につきましては、株式分割後の金額であります。

 

２　株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他（注） 合計

 

リアル

エステート

事業

セールスプロ

モーション

事業

アウト

ソーシング

サービス事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,690,344 78,139 346,737 2,115,221 657 2,115,879

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 3,600 893 4,494 － 4,494

計 1,690,344 81,740 347,631 2,119,715 657 2,120,373

セグメント利益 250,797 13,213 64,221 328,232 657 328,889

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商業店舗の出店支援事業を

含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 328,232

その他区分の利益 657

セグメント間取引消去 2,313

全社費用（注） △93,605

四半期連結損益計算書の営業利益 237,597

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

16/23



Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他（注） 合計

 

リアル

エステート

事業

セールスプロ

モーション

事業

アウト

ソーシング

サービス事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 3,961,996 125,165 478,547 4,565,709 1,332 4,567,041

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- 214 305 519 - 519

計 3,961,996 125,379 478,852 4,566,229 1,332 4,567,561

セグメント利益 911,360 29,293 78,397 1,019,051 1,332 1,020,383

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商業店舗の出店支援事業を

含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 1,019,051

その他区分の利益 1,332

セグメント間取引消去 -

全社費用（注） △128,638

四半期連結損益計算書の営業利益 891,745

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成27年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 24円07銭 80円02銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 162,236 520,636

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 162,236 520,636

普通株式の期中平均株式数（株） 6,741,282 6,506,112

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 23円72銭 78円49銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

（うち、連結子会社の潜在株式による調整額

（千円））
－ －

普通株式増加数（株） 98,663 127,216

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当社は、平成27年１月１日付けで普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前

連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額、普通株式の期中平均株式数及び普通株式増加数を算定しております。
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（重要な後発事象）

１．子会社株式の売却

 当社は、平成27年７月９日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社パルマの東京証券取引所マ

ザーズ市場への上場に伴い、当社が保有する同社株式の一部を売却することを決議し、平成27年８月11日に売

却いたしました。同社は、セルフストレージ事業向けビジネスプロセスアウトソーシングサービス事業を行っ

ており、当社との間に重要な取引関係はございません。

（1）売却先　　いちよし証券株式会社を主幹事とする金融商品取引業者の買取引受による株式の売出し

（2）売却の日程

① 取締役会決議　　平成27年７月９日

② 株式売却日　　　平成27年８月11日

（3）売却する株式の数、売却後の持分比率

① 売却前の所有株式数　989,600株（所有割合：93.9％）

② 売却株式数　　　　　165,000株

③ 売却後の所有株式数　824,600株（所有割合：78.3％）（注）

（注）株式会社パルマが平成27年８月11日に実施する新株の発行により、当社の所有割合は64.0％まで減

少する見込みです。

（4）売却価額　　1,242円

（5）売却価額の総額　　204,930千円

（6）損益見込額

① 関係会社株式売却益　　173,606千円

② 持分変動利益　　　　　158,224千円

 

２．新株の発行及び自己株式の処分

 平成27年８月11日開催の取締役会において、新株式発行及び自己株式の処分並びに株式売出しに関して決議

いたしました。

（1）公募による新株式発行（一般募集）

① 発行する株式の種類及び数：普通株式 600,000株

② 発行価格及び払込金額：日本証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第25条に規定され

る方式により、平成27年８月18日（火）から平成27年８月20日（木）までの

間のいずれかの日（以下、「発行価格等決定日」という。）に決定する。

③ 増加する資本金及び資本準備金の額：増加する資本金の額は、会社計算規則第14条第１項に従い算出

される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果

１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げる。ま

た、増加する資本準備金の額は、当該資本金等増加限度額から

増加する資本金の額を減じた額とする。

④ 払込期日：平成27年８月24日（月）から平成27年８月27日（木）までの間のいずれかの日。ただし、

発行価格等決定日の５営業日後の日とする。

（2）公募による自己株式の処分（一般募集）

① 処分する株式の種類及び数：普通株式 400,000株

② 処分価格及び払込金額：日本証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第25条に規定され

る方式により、平成27年８月18日（火）から平成27年８月20日（木）までの

間のいずれかの日（以下、「発行価格等決定日」という。）に決定する。

③ 増加する資本金及び資本準備金の額：増加する資本金の額は、会社計算規則第14条第１項に従い算出

される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果

１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げる。ま

た、増加する資本準備金の額は、当該資本金等増加限度額から

増加する資本金の額を減じた額とする。

④ 払込期日：平成27年８月24日（月）から平成27年８月27日（木）までの間のいずれかの日。ただし、

発行価格等決定日の５営業日後の日とする。

（3）当社株式の売出し（オーバーアロットメントによる売出し）

① 売出株式の種類及び数：普通株式 150,000株（なお、当該売出株式数は上限を示したものであり、需

要状況等により減少し、又は本株式の売出しそのものが全く行われない場合

がある。最終の売出株式数は、一般募集の需要状況等を勘案した上で発行価

格等決定日に決定する。）

② 売出価格：未定（発行価格等決定日に決定する。なお、売出価格は一般募集における発行価格及び処

分価格（募集価格）と同一の金額とする。）
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③ 受渡期日：一般募集における払込期日の翌営業日とする。

（4）資金の使途

当社グループの主力事業であるリアルエステート事業において平成28年９月期に投資する都市型マン

ション開発物件や収益不動産の取得・開発資金の一部に充当する。

 

３．株式分割

 当社は、平成27年８月11日開催の取締役会において、株式分割について決議いたしました。

（1）目的

株式を分割することにより、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、流動性を高めるとともに、

投資家層のさらなる拡大を図ることを目的としております。

（2）株式分割の概要

① 分割の方法

 平成27年９月30日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式

を、１株につき４株の割合をもって分割いたします。

② 分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　　　　普通株式　　　 6,977,800株　　（注１,２）

今回の分割により増加する株式数　　　　　普通株式　　　20,933,400株　　（注１,３）

株式分割後の発行済株式総数　　　　　　　普通株式　　　27,911,200株　　（注１,４）

株式分割後の発行可能株式総数　　　　　　普通株式　　　76,800,000株

（注１）平成27年７月末時点の発行済株式総数に基づく株式数であり、新株予約権の行使等により株式

分割の基準日までの間に増加する可能性があります。

（注２）上記２の新株の発行が実施された場合には、7,577,800株となる見込みです。

（注３）上記２の新株の発行が実施された場合には、22,733,400株となる見込みです。

（注４）上記２の新株の発行が実施された場合には、30,311,200株となる見込みです。

③ 分割の日程

基準日公告　　　平成27年９月15日

基準日　　　　　平成27年９月30日

効力発生日　　　平成27年10月１日

④ 新株予約権の行使価額の調整

 株式分割に伴い、平成27年10月１日以降に適用される、当社発行の新株予約権の１株あたりの行使価額

を以下のとおり調整いたします。

区分 調整前行使価額 調整後行使価額

平成26年８月８日取締役会決議に基づく第2回新株予約権 415円 104円

平成26年８月８日取締役会決議に基づく第3回新株予約権 415円 104円
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年８月11日

株式会社ディア・ライフ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　川　　　豪　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田　島　　　昇　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社ディア・ライフの平成26年10月１日から平成27年９月30日までの連結会計年度の第３四半
期連結会計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成
26年10月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対
照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及
び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準
拠して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要
な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統
制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連
結財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対
して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続
は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の
監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一
般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ディア・ライフ及び
連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間
の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。
 

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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